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番　号 件　　　　　　　　名 結　　　果

三波川財産区管理会委員の選任について
三波川財産区管理会委員の選任について
三波川財産区管理会委員の選任について
三波川財産区管理会委員の選任について
藤岡市行政手続条例の一部改正について
藤岡市移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市近年難病患者見舞金支給条例の一部改正について
藤岡市障害者地域活動支援センターの設置及び管理に関する条例の廃止について
藤岡市介護保険条例の一部改正について
藤岡市高齢者自立センターの設置及び管理運営に関する条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について
藤岡市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市保育園条例の一部改正について
藤岡市みどの学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市中小企業設備近代化資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律関係手数料条例の一部改正について
藤岡市道路占用料徴収条例の一部改正について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備等に関する条例の制定について
藤岡市教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について
群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について
区域外の道路認定の承諾について
工事委託協定の締結の議決事項の変更について
字の区域の変更について
市道路線の認定について
平成２６年度藤岡市一般会計補正予算（第５号）
平成２６年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２６年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２６年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２６年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成２６年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市三波川財産区特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市水道事業会計補正予算（第２号）
平成２６年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第１号）
平成２７年度藤岡市一般会計予算
平成２７年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
平成２７年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
平成２７年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
平成２７年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
平成２７年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市下水道事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市簡易水道事業等特別会計予算
平成２７年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
平成２７年度藤岡市水道事業会計予算
平成２７年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算

藤岡市議会委員会条例の一部改正について

第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号
第 ５ 号
第 ６ 号
第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第１０号
第１１号
第１２号

第１３号

第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号

第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号

第 １ 号

同意（全員一致）
同意（全員一致）
同意（全員一致）
同意（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）

可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（全員一致）

議 案 等 審 議 結 果 〈 3 月 定 例 会 〉

市長提出議案

議員提出議案

　
若
葉
の
緑
も
し
だ
い
に
色
濃

く
な
り
、
さ
わ
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２７

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

各
議
案
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
６
名
の

議
員
が
行
い
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も

我
々
８
人
に
よ
る
編
集
は
、
今

回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
次
回

か
ら
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
編
集
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

も
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
わ

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
青
　
木
　
貴
　
俊

副
委
員
長
　
隅
田
川
　
徳
　
一

委
　
　
員
　
野
　
口
　
　
　
靖

委
　
　
員
　
渡
　
辺
　
徳
　
治

委
　
　
員
　
岩
　
　
　
和
　
則

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
　
　
淳

委
　
　
員
　
斉
　
藤
　
千
枝
子

委
　
　
員
　
吉
　
田
　
達
　
哉
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定
例
会
は
、
２
月
２６
日
か
ら
３
月
１６

日
ま
で
の
１９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
２７
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
５４
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
２６
・
２７
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
５３
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
３８
議
案
を
即
決
。

◇
２
日
＝
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◇
６
・
９
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
１１
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１６
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１５
件
を
可
決
。
議
員
提
出
議

　
　
　
　
案
１
件
を
即
決
。

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し



市
の
財
政
に
つ
い
て

渡
辺
　
新
一
郎

　
　
過
去
３
年
間
の
補
正
予
算

の
執
行
状
況
、
補
正
予
算
の
回

数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
２３
年
度
は
、
当
初
予

算
が
２
６
０
億
３
０
０
０
万
円
、

補
正
回
数
５
回
、
７
億
２
３
２

５
万
４
０
０
０
円
の
増
額
補
正

で
、
２
・
８
％
の
伸
び
、
平
成

２４
年
度
は
、
当
初
予
算
が
２
４

５
億
円
、
補
正
回
数
５
回
、
１４

億
１
１
３
１
万
１
０
０
０
円
の

増
額
補
正
で
、
５
・
８
％
の
伸

び
、
平
成
２５
年
度
は
、
当
初
予

算
が
２
４
４
億
３
０
０
０
万
円
、

補
正
回
数
５
回
、
１
億
５
７
８

４
万
３
０
０
０
円
の
増
額
補
正

で
、
０
・
６
％
の
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
今
後
の
市
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
２７
年
度
当
初
予
算
案

は
２
６
８
億
９
０
０
０
万
円
で
、

過
去
最
大
の
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
自

主
財
源
の
確
保
、
市
有
財
産
の

有
効
活
用
、
工
業
団
地
の
造
成

や
企
業
の
誘
致
を
促
進
す
る
な

ど
最
大
限
の
努
力
を
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と

な
く
、
将
来
に
向
け
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
市
の
現
在
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
世
界
遺
産
登
録
と
な
っ
た

「
高
山
社
跡
」
や
年
間
２
５
０

万
人
以
上
も
の
方
々
が
訪
れ
て

い
る
「
道
の
駅
ら
ら
ん
藤
岡
」

を
核
と
し
た
観
光
振
興
、
東
京

中
央
区
と
の
都
市
間
交
流
、
蚕

マ
ラ
ソ
ン
等
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
市
民
と
協
働
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
　
地
方
創
生
の
具
体
的
な
事

業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
ひ
と
つ
は
、
消
費
喚
起
を

目
的
と
し
た
３０
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発
行
、
ま
た
、

ら
ら
ん
藤
岡
客
体
動
向
調
査
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
の
コ
ー
ス

変
更
（
藤
岡
市
経
由
）
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
藤
岡
市
を
経
由
さ
せ
る
た

め
に
は
、
隣
接
自
治
体
と
の
調

整
も
不
可
欠
で
あ
り
、
交
通
規

制
な
ど
の
課
題
も
多
く
、
現
状

で
は
コ
ー
ス
変
更
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

２

答

答

答

地
方
創
生
に
つ
い
て

窪
田
　
行
隆

　
　
国
は
地
方
創
生
を
重
要
課

題
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
求

め
て
い
ま
す
。
藤
岡
市
の
総
合

戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
藤
岡
市
に
お
い
て
も
平
成

２７
年
度
中
に
、
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
人
口
減
少
を
最
小
限
に
食

い
止
め
つ
つ
、
人
口
減
少
時
代

に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
に

マ
ッ
チ
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
大
き
な
視
点
を
持
っ
て
、
今

後
の
方
向
性
を
総
合
戦
略
に
盛

り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
国
策
定
の
総
合
戦
略

に
掲
げ
て
い
る
政
策
分
野
と
し

て
、
①
地
方
に
お
け
る
安
定
し

た
雇
用
を
創
出
す
る
、
②
地
方

へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

る
、
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
、
④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を

つ
く
り
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域

を
連
携
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

藤
岡
市
版
の
総
合
戦
略
を
策
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

奨
学
金
に
つ
い
て

　
　
藤
岡
市
の
奨
学
金
の
目
的

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
藤
岡
市
の
奨
学
資
金
貸
与

制
度
は
、
進
学
の
意
欲
と
能
力

を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
方
に
対
し
て
、
奨
学
資

金
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
有
為

な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
で
は
、
藤
岡
市
の
奨
学
金

と
同
様
に
、
進
学
し
た
時
と
災

害
に
遭
っ
た
時
や
経
済
的
に
困

難
な
場
合
に
奨
学
金
の
返
済
が

猶
予
さ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
海

外
派
遣
さ
れ
た
際
な
ど
も
返
済

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
藤
岡
市
で

も
返
済
の
延
期
を
認
め
る
考
え

は
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　
日
本
学
生
支
援
機
構
が
認

め
て
い
る
海
外
派
遣
の
例
で
は
、

派
遣
期
間
中
、
現
地
で
の
生
活

費
や
居
住
費
と
は
別
に
経
済
的

な
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

海
外
派
遣
を
理
由
に
奨
学
金
の

返
済
を
延
期
す
る
必
要
性
は
低

い
と
考
え
ま
す
。

答

答

答

答 答

答

サ
ン

3

市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？
　議会は、３・６・９・１２月の定例会と随時に開催する臨時会があります。

◎本会議の傍聴
　本会議は、一般の方に公開されており、いつでも傍聴することができます。事前の

予約は必要ありません。

　傍聴を希望する本会議の当日に、傍聴人受付（市役所２階　議会事務局前）で、受付

簿に住所、氏名を記載し、番号札を持って入場します。

　傍聴される方に議案集の貸し出しも行っています。

　傍聴人の定員は５８人です。

◎委員会の傍聴
　委員会も本会議と同様の手続き

で傍聴することができます。

　傍聴を希望する委員会当日に議

会事務局までお越しください。

　日程については、市議会事務局

にお問い合わせください。

　また、藤岡市ホームページの「藤

岡市議会」→「議会の情報：会議

のお知らせ」にも開催予定日を掲

載しています。

月　　日

6月 4 日（木）

6月 5 日（金）

6月 8 日（月）

6月 9 日（火）

6月15日（月）

6月16日（火）

6月18日（木）

摘　　要

本 会 議

本 会 議

常任委員会

常任委員会

一 般 質 問

一 般 質 問

本 会 議

時　間

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

■6月定例会（予定）

問い合わせ 　 市議会事務局 122－1211　内線2361

藤岡市議会だより（27.5.15）５

　この議会だよりに掲載してある一般質問は、要約してあります。

　詳しくは、藤岡市のホームページや市役所相談室、図書館で会議録（5月下旬公開予定）をご覧

ください。

　また、一般質問の様子は、インターネットによる録画配信も行っています。

　藤岡市のホームページの「藤岡市議会」→「議会中継・録画放映」で見ることができます。（平

成25年第4回定例会から）

　こちらも、ぜひ、ご覧ください。

市議会ホームページ 　 http://fujioka.gijiroku.com/



藤岡市議会だより（27.5.15）３

教
育
現
場
の
現
状
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

橋
本
　
新
一

　
　
本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の

貧
困
対
策
法
に
よ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
就
学
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
の
家
庭
へ
の
経
済
支
援
と
し

て
、
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
支

給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
修
学

旅
行
費
の
実
費
支
給
を
初
め
、

学
校
給
食
費
、
学
用
品
費
、
宿

泊
校
外
活
動
費
、
日
帰
り
校
外

活
動
費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
、
医
療
費
等
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　
　
就
学
援
助
費
を
受
け
る
た

め
の
手
続
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
入
学
す
る
予
定
の
児
童
の

保
護
者
に
対
し
て
は
、
学
校
よ

り
制
度
の
お
知
ら
せ
を
通
知
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
校
生
に

つ
い
て
も
同
じ
時
期
に
保
護
者

へ
通
知
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者

は
、
学
校
へ
申
請
書
を
提
出
し

ま
す
。
そ
の
後
、
民
生
委
員
に

家
庭
訪
問
を
依
頼
し
、
会
議
を

経
て
教
育
委
員
会
へ
報
告
し
ま

す
。
教
育
委
員
会
で
再
度
審
査

し
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
、
在
校
生
で
援
助
が

必
要
と
思
わ
れ
る
家
庭
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
申

請
を
検
討
す
る
よ
う
促
し
て
い

ま
す
。

中
山
間
地
振
興
に
つ
い
て

　
　
中
山
間
地
の
定
義
と
地
域

振
興
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
基
本
的
に
は
、
平
野
の
外

縁
部
か
ら
山
間
地
の
こ
と
を
言

い
ま
す
が
、
定
義
と
し
て
は
法

律
上
と
農
林
統
計
上
の
定
義
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

　
法
律
上
の
定
義
で
は
、
特
定

農
山
村
法
に
よ
る
特
定
農
山
村

地
域
、
山
村
振
興
法
に
よ
る
振

興
山
村
、
及
び
過
疎
地
域
活
性

化
特
別
措
置
法
に
よ
る
過
疎
地

域
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
林
統
計
上
の
定
義

で
は
、
都
市
的
地
域
、
平
地
農

業
地
域
、
中
間
農
業
地
域
、
山

間
農
業
地
域
の
４
地
域
に
分
類

さ
れ
る
中
で
、
中
間
農
業
地
域

と
山
間
農
業
地
域
を
指
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
旧
日
野
村
地

域
と
旧
鬼
石
町
全
域
が
該
当
し

ま
す
。

　
中
山
間
地
で
は
、
生
活
環
境

の
整
備
率
が
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
住
民
が
豊
か
で
住
み

よ
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
道

路
等
の
設
備
的
施
策
を
行
う
と

と
も
に
、
都
市
住
民
と
の
交
流

を
促
進
す
る
た
め
、
交
流
拠
点

の
整
備
等
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答答

答

答

答 答

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

渡
辺
　
徳
治

　
　
安
倍
政
権
は
、
社
会
保
障

の
た
め
と
言
っ
て
消
費
税
を
８

％
に
増
税
し
な
が
ら
、
社
会
保

障
費
の
自
然
増
削
減
、
制
度
改

悪
法
案
を
復
活
強
化
し
て
、
介

護
、
年
金
、
医
療
、
生
活
保
護

な
ど
、
手
当
た
り
次
第
に
切
り

捨
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
財

政
が
大
変
と
言
い
な
が
ら
、
２

８
５
兆
円
も
の
内
部
留
保
が
あ

る
大
企
業
に
、
今
後
２
年
間
で

１
・
６
兆
円
の
大
減
税
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
論

調
査
に
よ
れ
ば
、
生
活
状
況
は

良
く
な
っ
た
か
ど
う
か
の
設
問

に
、「
苦
し
く
な
っ
た
」
は
75
・

７
％
、
「
変
わ
ら
な
い
」
と
答

え
た
人
は
24
％
で
し
た
。
暮
ら

し
が
苦
し
く
な
っ
た
原
因
に
つ

い
て
、
「
物
価
の
値
上
が
り
」

が
78
％
、
「
年
金
の
縮
小
」
が

64
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
岡
市
政
は
ど
ん
な
こ
と
に

力
を
入
れ
る
べ
き
か
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
、
無
駄
な
公
共
事
業
の

中
止
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
、
そ
し

て
３
番
目
が
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
で
し
た
。
そ
こ
で

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

と
い
う
要
望
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
１９
年
度
に
税
率
改
正

を
実
施
し
、
平
成
２０
年
度
に
は

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
課
税

に
伴
い
改
正
を
行
い
、
１
人
当

た
り
の
負
担
額
は
県
内
１２
市
中

１１
番
目
、
応
益
割
の
平
等
割
と

均
等
割
は
、
県
内
１２
市
中
一
番

低
い
状
況
で
あ
り
、
引
き
下
げ

る
こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
改
定
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
基
準
額
で
年
額
６
万
２
３
０

０
円
か
ら
６
万
４
４
０
０
円
と

な
り
、
３
・
３７
％
の
増
と
な
り

ま
す
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状
及

び
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
平
成
２２
年
の
国
勢
調
査
で
、

本
市
の
母
子
世
帯
は
６
５
３
世

帯
、
父
子
世
帯
は
１
１
８
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
２５
年
度
末
で
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
は
６
４
５
世
帯
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
の
貧
困
率
が
高
く
、
世

代
を
超
え
た
貧
困
の
連
鎖
を
防

ぐ
た
め
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

法
が
施
行
さ
れ
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
と
し

て
も
、
県
の
計
画
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

４

市
民
の
安
心
安
全
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

斉
藤
　
千
枝
子

　
　
除
雪
に
つ
い
て
、
幹
線
道

路
や
主
要
道
路
は
業
者
に
委
託

し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
脇

道
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
廃
材
を
利
用
し

た
雪
か
き
機
を
作
り
無
料
で
提

供
し
て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
引
く

こ
と
に
よ
り
除
雪
を
行
な
っ
て

い
る
町
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
藤
岡

市
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
し
て
、
今
後
研

究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
防
災
備
蓄
食
品
に
つ
い
て

は
、
２
万
３
千
食
の
ア
ル
フ
ァ

米
の
う
ち
、
８
割
が
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
と
の
こ
と
で
す
が
、

児
童
生
徒
の
４
・
５
％
に
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
の
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。
全
国
学
校

栄
養
士
協
議
会
が
ア
レ
ル
ギ
ー

特
定
原
材
料
等
27
品
目
す
べ
て

を
使
用
し
て
な
い
「
救
給
カ
レ

ー
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
ご
飯

も
入
っ
て
お
り
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
る
も
の
で
す
。
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
粉
ミ
ル
ク
や
救
給
カ

レ
ー
を
備
蓄
食
品
に
加
え
ら
れ

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
粉
ミ

ル
ク
は
現
在
備
蓄
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
食
品
に
つ
い
て

備
蓄
品
に
加
え
る
方
向
で
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
　
認
知
症
介
護
家
族
の
交
流

会
が
開
催
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　
先
進
地
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
認
知
症
ケ
ア
に
ユ
マ
ニ
チ

ュ
ー
ド
と
い
う
技
法
が
あ
り
ま

す
が
、
職
員
が
こ
の
技
法
を
学

ん
で
い
た
だ
き
、
在
宅
介
護
の

方
に
実
践
・
講
義
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
直
接
患
者
と
接
し
て
い
る

事
業
所
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　
軽
度
認
知
症
を
早
期
発
見

し
て
相
談
に
つ
な
げ
ら
れ
、
ま

た
認
知
症
予
防
に
も
役
立
つ
認

知
症
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ス
マ
ホ
で
手
軽
に
で
き
ま
す

が
、
導
入
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　
ど
れ
だ
け
の
利
用
が
見
込

ま
れ
る
か
、
ま
た
費
用
面
の
検

証
等
を
行
い
、
方
向
性
を
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

答

答

答 答

答

答

答 答

都
市
計
画
に
つ
い
て

茂
木
　
光
雄

　
　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
群
馬
藤
岡
駅
周
辺
で
は
、

駅
を
生
か
し
た
公
共
交
通
の
利

便
性
の
高
い
良
好
な
居
住
環
境

の
整
備
や
、
都
市
機
能
の
集
積

を
図
り
、
居
住
者
を
維
持
、
回

復
す
る
と
と
も
に
、
隣
接
す
る

新
町
駅
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
、

ま
た
市
街
化
区
域
沿
線
部
の
市

街
化
調
整
区
域
で
は
、
既
存
の

ま
ち
の
ま
と
ま
り
を
維
持
し
、

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
調
整
す

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
課
題
に
対
す
る
施
策
を
検
討

し
ま
す
。

　
藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
区
で
は
、
無
秩
序
な
開
発

や
宅
地
化
が
進
行
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

計
画
的
に
産
業
・
流
通
業
の
拠

点
の
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
産
業
活
動
の
活
性
化
、

地
域
間
交
流
の
促
進
、
地
域
医

療
の
充
実
等
の
た
め
、
隣
接
す

る
高
崎
市
や
埼
玉
県
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
を
向
上
さ
せ
る
施
策
を

検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
都
市
計
画
基
礎
調
査

の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
お
お

む
ね
５
年
ご
と
に
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
の

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
具
体
的
な
市
の
政
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
交
通
安
全
防
犯
体
制
の
充

実
と
し
て
、
交
通
量
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
で
、
警
察
や
関
係

機
関
、団
体
と
連
携
し
、交
通
安

全
教
育
や
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
、危
険
箇
所
の
点
検
や

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
行
い
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
犯
罪
の
凶
悪
化
、
低

年
齢
化
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
市

民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
自
主

的
な
地
域
安
全
活
動
を
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、
防
犯
灯
な

ど
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会

の
形
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
商
店
街
が
設
置
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
に
対
し
て
、
電
気
代
な

ど
の
補
助
を
す
る
考
え
が
な
い

か
伺
い
ま
す
。

　
　
市
街
地
の
ネ
オ
ン
組
合
が

設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
組

合
が
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て

独
自
に
整
備
し
た
も
の
で
、
５

つ
の
組
合
で
実
施
し
た
商
店
街

活
性
化
の
ネ
オ
ン
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
合
わ
せ
、
３６
基
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
２６

基
が
既
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

管
理
費
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

設
置
が
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

33
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教
育
現
場
の
現
状
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

橋
本
　
新
一

　
　
本
市
に
お
け
る
子
ど
も
の

貧
困
対
策
法
に
よ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
就
学
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
の
家
庭
へ
の
経
済
支
援
と
し

て
、
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
支

給
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
修
学

旅
行
費
の
実
費
支
給
を
初
め
、

学
校
給
食
費
、
学
用
品
費
、
宿

泊
校
外
活
動
費
、
日
帰
り
校
外

活
動
費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
費
、
医
療
費
等
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　
　
就
学
援
助
費
を
受
け
る
た

め
の
手
続
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
入
学
す
る
予
定
の
児
童
の

保
護
者
に
対
し
て
は
、
学
校
よ

り
制
度
の
お
知
ら
せ
を
通
知
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
校
生
に

つ
い
て
も
同
じ
時
期
に
保
護
者

へ
通
知
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
を
希
望
す
る
保
護
者

は
、
学
校
へ
申
請
書
を
提
出
し

ま
す
。
そ
の
後
、
民
生
委
員
に

家
庭
訪
問
を
依
頼
し
、
会
議
を

経
て
教
育
委
員
会
へ
報
告
し
ま

す
。
教
育
委
員
会
で
再
度
審
査

し
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
、
在
校
生
で
援
助
が

必
要
と
思
わ
れ
る
家
庭
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
申

請
を
検
討
す
る
よ
う
促
し
て
い

ま
す
。

中
山
間
地
振
興
に
つ
い
て

　
　
中
山
間
地
の
定
義
と
地
域

振
興
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
基
本
的
に
は
、
平
野
の
外

縁
部
か
ら
山
間
地
の
こ
と
を
言

い
ま
す
が
、
定
義
と
し
て
は
法

律
上
と
農
林
統
計
上
の
定
義
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

　
法
律
上
の
定
義
で
は
、
特
定

農
山
村
法
に
よ
る
特
定
農
山
村

地
域
、
山
村
振
興
法
に
よ
る
振

興
山
村
、
及
び
過
疎
地
域
活
性

化
特
別
措
置
法
に
よ
る
過
疎
地

域
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
林
統
計
上
の
定
義

で
は
、
都
市
的
地
域
、
平
地
農

業
地
域
、
中
間
農
業
地
域
、
山

間
農
業
地
域
の
４
地
域
に
分
類

さ
れ
る
中
で
、
中
間
農
業
地
域

と
山
間
農
業
地
域
を
指
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
旧
日
野
村
地

域
と
旧
鬼
石
町
全
域
が
該
当
し

ま
す
。

　
中
山
間
地
で
は
、
生
活
環
境

の
整
備
率
が
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
住
民
が
豊
か
で
住
み

よ
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
道

路
等
の
設
備
的
施
策
を
行
う
と

と
も
に
、
都
市
住
民
と
の
交
流

を
促
進
す
る
た
め
、
交
流
拠
点

の
整
備
等
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答答

答

答

答 答

社
会
保
障
制
度
の
充
実
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

渡
辺
　
徳
治

　
　
安
倍
政
権
は
、
社
会
保
障

の
た
め
と
言
っ
て
消
費
税
を
８

％
に
増
税
し
な
が
ら
、
社
会
保

障
費
の
自
然
増
削
減
、
制
度
改

悪
法
案
を
復
活
強
化
し
て
、
介

護
、
年
金
、
医
療
、
生
活
保
護

な
ど
、
手
当
た
り
次
第
に
切
り

捨
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
財

政
が
大
変
と
言
い
な
が
ら
、
２

８
５
兆
円
も
の
内
部
留
保
が
あ

る
大
企
業
に
、
今
後
２
年
間
で

１
・
６
兆
円
の
大
減
税
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
論

調
査
に
よ
れ
ば
、
生
活
状
況
は

良
く
な
っ
た
か
ど
う
か
の
設
問

に
、「
苦
し
く
な
っ
た
」
は
75
・

７
％
、
「
変
わ
ら
な
い
」
と
答

え
た
人
は
24
％
で
し
た
。
暮
ら

し
が
苦
し
く
な
っ
た
原
因
に
つ

い
て
、
「
物
価
の
値
上
が
り
」

が
78
％
、
「
年
金
の
縮
小
」
が

64
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
岡
市
政
は
ど
ん
な
こ
と
に

力
を
入
れ
る
べ
き
か
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
、
無
駄
な
公
共
事
業
の

中
止
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
、
そ
し

て
３
番
目
が
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
で
し
た
。
そ
こ
で

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

と
い
う
要
望
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
１９
年
度
に
税
率
改
正

を
実
施
し
、
平
成
２０
年
度
に
は

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
課
税

に
伴
い
改
正
を
行
い
、
１
人
当

た
り
の
負
担
額
は
県
内
１２
市
中

１１
番
目
、
応
益
割
の
平
等
割
と

均
等
割
は
、
県
内
１２
市
中
一
番

低
い
状
況
で
あ
り
、
引
き
下
げ

る
こ
と
は
現
状
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
料
の
改
定
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
改
定
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
基
準
額
で
年
額
６
万
２
３
０

０
円
か
ら
６
万
４
４
０
０
円
と

な
り
、
３
・
３７
％
の
増
と
な
り

ま
す
。

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状
及

び
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
平
成
２２
年
の
国
勢
調
査
で
、

本
市
の
母
子
世
帯
は
６
５
３
世

帯
、
父
子
世
帯
は
１
１
８
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
２５
年
度
末
で
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
は
６
４
５
世
帯
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
の
貧
困
率
が
高
く
、
世

代
を
超
え
た
貧
困
の
連
鎖
を
防

ぐ
た
め
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

法
が
施
行
さ
れ
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
と
し

て
も
、
県
の
計
画
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

４

市
民
の
安
心
安
全
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

斉
藤
　
千
枝
子

　
　
除
雪
に
つ
い
て
、
幹
線
道

路
や
主
要
道
路
は
業
者
に
委
託

し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
脇

道
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
廃
材
を
利
用
し

た
雪
か
き
機
を
作
り
無
料
で
提

供
し
て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
引
く

こ
と
に
よ
り
除
雪
を
行
な
っ
て

い
る
町
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
藤
岡

市
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
し
て
、
今
後
研

究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
防
災
備
蓄
食
品
に
つ
い
て

は
、
２
万
３
千
食
の
ア
ル
フ
ァ

米
の
う
ち
、
８
割
が
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
と
の
こ
と
で
す
が
、

児
童
生
徒
の
４
・
５
％
に
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
の
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。
全
国
学
校

栄
養
士
協
議
会
が
ア
レ
ル
ギ
ー

特
定
原
材
料
等
27
品
目
す
べ
て

を
使
用
し
て
な
い
「
救
給
カ
レ

ー
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
ご
飯

も
入
っ
て
お
り
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
る
も
の
で
す
。
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
の
粉
ミ
ル
ク
や
救
給
カ

レ
ー
を
備
蓄
食
品
に
加
え
ら
れ

な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
粉
ミ

ル
ク
は
現
在
備
蓄
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
食
品
に
つ
い
て

備
蓄
品
に
加
え
る
方
向
で
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
　
認
知
症
介
護
家
族
の
交
流

会
が
開
催
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　
先
進
地
の
事
例
な
ど
を
参

考
に
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
認
知
症
ケ
ア
に
ユ
マ
ニ
チ

ュ
ー
ド
と
い
う
技
法
が
あ
り
ま

す
が
、
職
員
が
こ
の
技
法
を
学

ん
で
い
た
だ
き
、
在
宅
介
護
の

方
に
実
践
・
講
義
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
　
直
接
患
者
と
接
し
て
い
る

事
業
所
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　
軽
度
認
知
症
を
早
期
発
見

し
て
相
談
に
つ
な
げ
ら
れ
、
ま

た
認
知
症
予
防
に
も
役
立
つ
認

知
症
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ス
マ
ホ
で
手
軽
に
で
き
ま
す

が
、
導
入
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
　
ど
れ
だ
け
の
利
用
が
見
込

ま
れ
る
か
、
ま
た
費
用
面
の
検

証
等
を
行
い
、
方
向
性
を
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

答

答

答 答

答

答

答 答

都
市
計
画
に
つ
い
て

茂
木
　
光
雄

　
　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
群
馬
藤
岡
駅
周
辺
で
は
、

駅
を
生
か
し
た
公
共
交
通
の
利

便
性
の
高
い
良
好
な
居
住
環
境

の
整
備
や
、
都
市
機
能
の
集
積

を
図
り
、
居
住
者
を
維
持
、
回

復
す
る
と
と
も
に
、
隣
接
す
る

新
町
駅
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
、

ま
た
市
街
化
区
域
沿
線
部
の
市

街
化
調
整
区
域
で
は
、
既
存
の

ま
ち
の
ま
と
ま
り
を
維
持
し
、

秩
序
あ
る
土
地
利
用
を
調
整
す

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

の
課
題
に
対
す
る
施
策
を
検
討

し
ま
す
。

　
藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
地
区
で
は
、
無
秩
序
な
開
発

や
宅
地
化
が
進
行
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

計
画
的
に
産
業
・
流
通
業
の
拠

点
の
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
産
業
活
動
の
活
性
化
、

地
域
間
交
流
の
促
進
、
地
域
医

療
の
充
実
等
の
た
め
、
隣
接
す

る
高
崎
市
や
埼
玉
県
へ
の
ア
ク

セ
ス
性
を
向
上
さ
せ
る
施
策
を

検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
都
市
計
画
基
礎
調
査

の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
お
お

む
ね
５
年
ご
と
に
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
の

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
具
体
的
な
市
の
政
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
交
通
安
全
防
犯
体
制
の
充

実
と
し
て
、
交
通
量
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
で
、
警
察
や
関
係

機
関
、団
体
と
連
携
し
、交
通
安

全
教
育
や
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
、危
険
箇
所
の
点
検
や

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
行
い
、

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
犯
罪
の
凶
悪
化
、
低

年
齢
化
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
市

民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
自
主

的
な
地
域
安
全
活
動
を
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、
防
犯
灯
な

ど
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会

の
形
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
商
店
街
が
設
置
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
に
対
し
て
、
電
気
代
な

ど
の
補
助
を
す
る
考
え
が
な
い

か
伺
い
ま
す
。

　
　
市
街
地
の
ネ
オ
ン
組
合
が

設
置
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
組

合
が
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て

独
自
に
整
備
し
た
も
の
で
、
５

つ
の
組
合
で
実
施
し
た
商
店
街

活
性
化
の
ネ
オ
ン
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
合
わ
せ
、
３６
基
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
２６

基
が
既
に
稼
働
し
て
い
ま
す
。

管
理
費
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

設
置
が
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
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市
の
財
政
に
つ
い
て

渡
辺
　
新
一
郎

　
　
過
去
３
年
間
の
補
正
予
算

の
執
行
状
況
、
補
正
予
算
の
回

数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
２３
年
度
は
、
当
初
予

算
が
２
６
０
億
３
０
０
０
万
円
、

補
正
回
数
５
回
、
７
億
２
３
２

５
万
４
０
０
０
円
の
増
額
補
正

で
、
２
・
８
％
の
伸
び
、
平
成

２４
年
度
は
、
当
初
予
算
が
２
４

５
億
円
、
補
正
回
数
５
回
、
１４

億
１
１
３
１
万
１
０
０
０
円
の

増
額
補
正
で
、
５
・
８
％
の
伸

び
、
平
成
２５
年
度
は
、
当
初
予

算
が
２
４
４
億
３
０
０
０
万
円
、

補
正
回
数
５
回
、
１
億
５
７
８

４
万
３
０
０
０
円
の
増
額
補
正

で
、
０
・
６
％
の
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
今
後
の
市
の
財
政
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
平
成
２７
年
度
当
初
予
算
案

は
２
６
８
億
９
０
０
０
万
円
で
、

過
去
最
大
の
規
模
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
自

主
財
源
の
確
保
、
市
有
財
産
の

有
効
活
用
、
工
業
団
地
の
造
成

や
企
業
の
誘
致
を
促
進
す
る
な

ど
最
大
限
の
努
力
を
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
す
こ
と

な
く
、
将
来
に
向
け
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
市
の
現
在
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
世
界
遺
産
登
録
と
な
っ
た

「
高
山
社
跡
」
や
年
間
２
５
０

万
人
以
上
も
の
方
々
が
訪
れ
て

い
る
「
道
の
駅
ら
ら
ん
藤
岡
」

を
核
と
し
た
観
光
振
興
、
東
京

中
央
区
と
の
都
市
間
交
流
、
蚕

マ
ラ
ソ
ン
等
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
市
民
と
協
働
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
　
地
方
創
生
の
具
体
的
な
事

業
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
ひ
と
つ
は
、
消
費
喚
起
を

目
的
と
し
た
３０
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発
行
、
ま
た
、

ら
ら
ん
藤
岡
客
体
動
向
調
査
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
の
コ
ー
ス

変
更
（
藤
岡
市
経
由
）
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
藤
岡
市
を
経
由
さ
せ
る
た

め
に
は
、
隣
接
自
治
体
と
の
調

整
も
不
可
欠
で
あ
り
、
交
通
規

制
な
ど
の
課
題
も
多
く
、
現
状

で
は
コ
ー
ス
変
更
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

２

答

答

答

地
方
創
生
に
つ
い
て

窪
田
　
行
隆

　
　
国
は
地
方
創
生
を
重
要
課

題
と
し
て
、
市
町
村
に
対
し
て

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
求

め
て
い
ま
す
。
藤
岡
市
の
総
合

戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
藤
岡
市
に
お
い
て
も
平
成

２７
年
度
中
に
、
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
人
口
減
少
を
最
小
限
に
食

い
止
め
つ
つ
、
人
口
減
少
時
代

に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
・
高
齢
化
社
会
に

マ
ッ
チ
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
大
き
な
視
点
を
持
っ
て
、
今

後
の
方
向
性
を
総
合
戦
略
に
盛

り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
　
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
国
策
定
の
総
合
戦
略

に
掲
げ
て
い
る
政
策
分
野
と
し

て
、
①
地
方
に
お
け
る
安
定
し

た
雇
用
を
創
出
す
る
、
②
地
方

へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く

る
、
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え

る
、
④
時
代
に
合
っ
た
地
域
を

つ
く
り
、
安
心
し
た
暮
ら
し
を

守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域

を
連
携
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

藤
岡
市
版
の
総
合
戦
略
を
策
定

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

奨
学
金
に
つ
い
て

　
　
藤
岡
市
の
奨
学
金
の
目
的

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
藤
岡
市
の
奨
学
資
金
貸
与

制
度
は
、
進
学
の
意
欲
と
能
力

を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
方
に
対
し
て
、
奨
学
資

金
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
有
為

な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨

学
金
で
は
、
藤
岡
市
の
奨
学
金

と
同
様
に
、
進
学
し
た
時
と
災

害
に
遭
っ
た
時
や
経
済
的
に
困

難
な
場
合
に
奨
学
金
の
返
済
が

猶
予
さ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
海

外
派
遣
さ
れ
た
際
な
ど
も
返
済

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
藤
岡
市
で

も
返
済
の
延
期
を
認
め
る
考
え

は
な
い
か
、
伺
い
ま
す
。

　
　
日
本
学
生
支
援
機
構
が
認

め
て
い
る
海
外
派
遣
の
例
で
は
、

派
遣
期
間
中
、
現
地
で
の
生
活

費
や
居
住
費
と
は
別
に
経
済
的

な
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

海
外
派
遣
を
理
由
に
奨
学
金
の

返
済
を
延
期
す
る
必
要
性
は
低

い
と
考
え
ま
す
。

答

答

答

答 答

答

サ
ン

3

市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？市議会を傍聴しませんか？
　議会は、３・６・９・１２月の定例会と随時に開催する臨時会があります。

◎本会議の傍聴
　本会議は、一般の方に公開されており、いつでも傍聴することができます。事前の

予約は必要ありません。

　傍聴を希望する本会議の当日に、傍聴人受付（市役所２階　議会事務局前）で、受付

簿に住所、氏名を記載し、番号札を持って入場します。

　傍聴される方に議案集の貸し出しも行っています。

　傍聴人の定員は５８人です。

◎委員会の傍聴
　委員会も本会議と同様の手続き

で傍聴することができます。

　傍聴を希望する委員会当日に議

会事務局までお越しください。

　日程については、市議会事務局

にお問い合わせください。

　また、藤岡市ホームページの「藤

岡市議会」→「議会の情報：会議

のお知らせ」にも開催予定日を掲

載しています。

月　　日

6月 4 日（木）

6月 5 日（金）

6月 8 日（月）

6月 9 日（火）

6月15日（月）

6月16日（火）

6月18日（木）

摘　　要

本 会 議

本 会 議

常任委員会

常任委員会

一 般 質 問

一 般 質 問

本 会 議

時　間

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

10：00

■6月定例会（予定）

問い合わせ 　 市議会事務局 122－1211　内線2361

藤岡市議会だより（27.5.15）５

　この議会だよりに掲載してある一般質問は、要約してあります。

　詳しくは、藤岡市のホームページや市役所相談室、図書館で会議録（5月下旬公開予定）をご覧

ください。

　また、一般質問の様子は、インターネットによる録画配信も行っています。

　藤岡市のホームページの「藤岡市議会」→「議会中継・録画放映」で見ることができます。（平

成25年第4回定例会から）

　こちらも、ぜひ、ご覧ください。

市議会ホームページ 　 http://fujioka.gijiroku.com/



６

番　号 件　　　　　　　　名 結　　　果

三波川財産区管理会委員の選任について
三波川財産区管理会委員の選任について
三波川財産区管理会委員の選任について
三波川財産区管理会委員の選任について
藤岡市行政手続条例の一部改正について
藤岡市移動通信用鉄塔施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市近年難病患者見舞金支給条例の一部改正について
藤岡市障害者地域活動支援センターの設置及び管理に関する条例の廃止について
藤岡市介護保険条例の一部改正について
藤岡市高齢者自立センターの設置及び管理運営に関する条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について
藤岡市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
藤岡市保育園条例の一部改正について
藤岡市みどの学童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市中小企業設備近代化資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律関係手数料条例の一部改正について
藤岡市道路占用料徴収条例の一部改正について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整備等に関する条例の制定について
藤岡市教育長の勤務時間、休暇等及び職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について
群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について
区域外の道路認定の承諾について
工事委託協定の締結の議決事項の変更について
字の区域の変更について
市道路線の認定について
平成２６年度藤岡市一般会計補正予算（第５号）
平成２６年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２６年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２６年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）
平成２６年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成２６年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市三波川財産区特別会計補正予算（第１号）
平成２６年度藤岡市水道事業会計補正予算（第２号）
平成２６年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第１号）
平成２７年度藤岡市一般会計予算
平成２７年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
平成２７年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
平成２７年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
平成２７年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
平成２７年度藤岡市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市下水道事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
平成２７年度藤岡市簡易水道事業等特別会計予算
平成２７年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
平成２７年度藤岡市水道事業会計予算
平成２７年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算

藤岡市議会委員会条例の一部改正について

第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号
第 ５ 号
第 ６ 号
第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第１０号
第１１号
第１２号

第１３号

第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号

第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号
第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
第４６号
第４７号
第４８号
第４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号

第 １ 号

同意（全員一致）
同意（全員一致）
同意（全員一致）
同意（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）
可決（全員一致）
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可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
可決（多数）
可決（全員一致）
可決（全員一致）
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可決（全員一致）
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可決（全員一致）

議 案 等 審 議 結 果 〈 3 月 定 例 会 〉

市長提出議案

議員提出議案

　
若
葉
の
緑
も
し
だ
い
に
色
濃

く
な
り
、
さ
わ
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
２７

年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、

各
議
案
の
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
は
６
名
の

議
員
が
行
い
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も

我
々
８
人
に
よ
る
編
集
は
、
今

回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
次
回

か
ら
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
編
集
と
な
り
ま
す
が
、
今
後

も
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
わ

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
青
　
木
　
貴
　
俊

副
委
員
長
　
隅
田
川
　
徳
　
一

委
　
　
員
　
野
　
口
　
　
　
靖

委
　
　
員
　
渡
　
辺
　
徳
　
治

委
　
　
員
　
岩
　
　
　
和
　
則

委
　
　
員
　
佐
　
藤
　
　
　
淳

委
　
　
員
　
斉
　
藤
　
千
枝
子

委
　
　
員
　
吉
　
田
　
達
　
哉
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定
例
会
は
、
２
月
２６
日
か
ら
３
月
１６

日
ま
で
の
１９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
平
成
２７
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
５４
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
２６
・
２７
日
＝
本
会
議
　
会
期
の
決
定
。

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
５３
件
を
上
程
、

　
　
　
　
う
ち
３８
議
案
を
即
決
。

◇
２
日
＝
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◇
６
・
９
日
＝
予
算
特
別
委
員
会
。

◇
１１
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
１６
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
１５
件
を
可
決
。
議
員
提
出
議

　
　
　
　
案
１
件
を
即
決
。

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し

3
月
定
例
会
の

あ

ら

ま

し


